
何だこれは！墳端部分に杭があるぞ！
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銚子塚古墳後円部に設けた№10トレンチで謎の遺構が発見されました。なんと、墳端と考えられる部分に直径25㎝
もある「木杭」が垂直に立った状態で発見されたのです。いったい何のために立てられた「木杭」なのか謎が謎をよ
んでいます！！

発見された「木杭」（長さ約70㎝以上あり）

地山層を円形に掘りこんで「木杭」が据え付けられている
ぞ

　やあ！僕、銚子くん。しば
らく新聞がお休みしていたけ
ど、ようやく復活したぞ！
　謎の「木杭」が発見された
のは、№10トレンチと呼んで
いるトレンチ（試掘坑）だ
よ。このトレンチは


